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日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

　

問　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に

学
ん
だ
厚
生
労
働
省
の
「
避
難
所

生
活
を
過
ご
さ
れ
る
方
々
の
健
康

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

や
環
境
省
の
「
被
災
動
物
の
救
護

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
と
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）を
リ

ン
ク
さ
せ
、
避
難
所
運
営
委
員
会

の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
暑

さ
対
策
と
し
て
網
戸
設
置
、
扇
風

機
な
ど
の
電
気
容
量
対
策
は
。
ま

た
、
震
度
６
強
な
ど
の
激
震
で
は

多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
か

ね
な
い
。「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
防

災
工
事
補
助
金
」
を
新
設
し
、
安

全
な
生
け
垣
や
フ
ェ
ン
ス
へ
の
移

行
を
政
策
的
に
誘
導
し
な
い
か
。

　

答　

市
で
は
、
今
年
度
と
来
年

度
で
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
使

っ
た
訓
練
を
実
施
す
る
。
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
確
認
で
き
た
課
題
解
決

の
た
め
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
な
ど
を
実
施
す
る
際

の
参
考
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
周
知
し
て
い
く
。
体
育
館
の
網

戸
設
置
な
ど
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
が
、
避
難
所
生
活
が

長
期
化
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
関

係
機
関
と
の
協
定
や
医
療
機
関
と

の
連
携
に
基
づ
き
、
健
康
管
理
に

配
慮
し
た
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

と
し
て
、
耐
震
化
助
成
制
度
を
来

年
度
当
初
予
算
に
計
上
す
る
予
定

で
、内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
小
児
医
療
費
助
成
の

対
象
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
を
」

「
生
活
保
護
削
減
の
影
響
が
出
る

市
の
施
策
を
守
る
に
は
」を
質
問
）

避難所運営改善と

危険なブロック塀

耐震補助金新設を

　

問　

綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、

厚
木
航
空
基
地
周
辺
ま
ち
づ
く
り

構
想
策
定
事
業
と
し
て
、
大
和
市

と
公
園
機
能
の
分
担
な
ど
を
協
議

し
な
が
ら
一
体
的
な
整
備
を
進
め

て
き
た
。
公
園
施
設
の
運
用
に
当

た
っ
て
も
、
本
市
と
大
和
市
の
両

市
民
に
と
っ
て
、
違
和
感
の
な
い

一
体
と
な
っ
た
運
用
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。
現
在
、
本
市
側
の
ス

武
藤　

俊
宏

ポ
ー
ツ
施
設
は
、
市
内
居
住
者
の

み
３
カ
月
前
か
ら
予
約
可
能
で
あ

る
が
、
他
市
居
住
者
は
、
２
カ
月

前
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
共
同
利

用
の
観
点
か
ら
も
、
大
和
市
民
も

優
先
的
に
申
し
込
み
が
で
き
る
予

約
方
法
を
検
討
し
な
い
か
。ま
た
、

外
周
園
路
を
使
用
し
た
共
同
事
業

を
開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

本
公
園
は
、
大
和
市
と
一

体
的
整
備
を
協
議
し
て
き
た
が
、

本
市
に
は
、
野
球
場
な
ど
の
既
存

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
中
心
と
し
た
公
園
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。そ
の
後
、

大
和
市
か
ら
本
市
側
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
本
市
市
民
と
同
様
の
条
件

で
使
用
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

っ
た
が
、
各
施
設
の
利
用
率
は
高

く
、
本
市
市
民
の
利
用
枠
が
大
幅

に
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

今
後
も
現
在
の
予
約
方
法
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
た
。ま
た
、

昨
年
度
、
健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ

ソ
ン
の
共
同
開
催
を
呼
び
か
け
た

が
、実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。今

後
も
、共
同
事
業
の
開
催
に
向
け
、

協
議
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
新
総
合
福
祉
会
館
建

て
替
え
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

綾
瀬
・
大
和
両
市
民
が
一
体
利

用
で
き
る
方
策
を
考
え
な
い
か

一般質問とは一般質問とは
　一般質問とは、議員が市の行政（一般事務）全般にわたり、市側に対し事務執行の状況及び将来に対す
る方針などについて所信をただし、あるいは報告、説明を求め、または疑問をただすことをいいます。
　質問は、議会に上程された議案とは関係なく、市の行政全般について認められるもので、議案に関す
る質疑とは本質的に異なり、質問には意見を加えても差し支えないとされています。
　また、議員主導による政策論議であることから、質問する議員はもちろん、受ける執行機関も十分な
準備が必要であるため通告制になっています。
　本市議会では、通告の際、質問の方法（一括か一問一答）を議員が選択することになっています。議
場では、１回目は登壇して通告内容すべてにわたり質問し、２回目からは自席で行います。

質　 質問の方法問の方法
【一括方式】
　第１回目の質問は通告したすべての質問をまとめて行い、再質問は必要なもの
をまとめて行う方式。
　再質問の回数は２回までとし、質問時間は５０分以内。
【一問一答方式】
　第１回目の質問は通告したすべての質問をまとめて行い、再質問は１問ごとに行う方式。
　５０分の時間制限内であれば、再質問の回数は無制限。

 詳しい内容は詳しい内容は
会議録で会議録で 

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部を掲載しています。

　詳しくは、市役所内情報
公開コーナー、市立図書館、
市議会に備えてある会議録
をご覧ください。

　また、インターネットでも、会議録の
閲覧や検索ができます。市ホームページ
かアドレスhttp://www.kaigiroku.net/ 
kensaku/ayase/ayase.htmlからご利
用ください。
　なお、１２月定例会の会議
録は、２月下旬から閲覧で
きる予定です。

越
川　

好
昭

　

問　

安
倍
内
閣
は
、
来
年
４
月

か
ら
消
費
税
を
８
％
に
増
税
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
今
後
、
駆
け
込

み
消
費
の
反
動
や
買
い
控
え
な

ど
、
景
気
の
冷
え
込
み
が
懸
念
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
商
店
で

は
、
増
税
分
を
価
格
に
転
嫁
し
に

く
い
な
ど
、
経
営
へ
の
悪
影
響
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
消
費
税
増

税
に
合
わ
せ
て
、
法
人
税
は
減
税

さ
れ
る
。
低
所
得
者
へ
の
現
金
給

付
も
あ
る
が
、
こ
の
増
税
は
、
大

企
業
に
大
き
な
便
宜
を
図
る
一
方

で
、
多
く
の
国
民
に
負
担
を
強
い

る
も
の
で
、
本
市
の
市
民
生
活
や

営
業
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
大

き
い
。
市
と
し
て
も
、
そ
の
影
響

を
想
定
し
、
対
策
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

消
費
税
率
引
き
上
げ
は
、

社
会
保
障
制
度
を
維
持
す
る
た
め

に
は
や
む
を
得
な
い
措
置
と
認
識

し
て
い
る
。し
か
し
、市
民
や
市
内

の
事
業
者
へ
の
負
担
を
強
い
る
こ

と
に
な
り
、
景
気
の
足
を
引
っ
張

る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
も
考
え
ら

れ
る
。
本
市
で
も
、
消
費
税
の
増

税
に
よ
る
経
済
や
暮
ら
し
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

が
予
定
し
て
い
る
経
済
対
策
が
本

市
の
実
情
に
即
し
た
も
の
に
な
る

よ
う
、県
を
通
じ
国
に　

事
業
、約

３０

　

億
円
の
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

２２今
後
も
、
中
小
企
業
に
重
点
を
置

く
競
争
力
強
化
策
や
低
所
得
者
対

策
へ
の
取
り
組
み
が
充
実
さ
れ
る

よ
う
、注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に「
比
留
川
流
域
の
浸
水
・

冠
水
問
題
に
つ
い
て
」
「
特
定
秘

密
保
護
法
案
に
つ
い
て
」を
質
問
）

　

問　

教
科
書
は
、
４
年
ご
と
に

検
定
、採
択
が
行
わ
れ
る
が
、前
回

は
、
教
科
書
の
あ
り
方
に
つ
い
て

全
国
的
に
議
論
と
な
っ
た
。
本
市

で
は
、
教
科
書
採
択
の
際
、
調
査

員
会
の
報
告
を
基
に
、
採
択
検
討

委
員
会
に
よ
っ
て
二
つ
の
候
補
に

絞
ら
れ
、
教
育
委
員
会
は
そ
の
中

か
ら
採
択
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方

法
で
は
、
教
育
委
員
会
が
採
択
す

る
権
限
を
行
使
し
て
い
る
と
は
言

い
難
く
、
責
任
の
所
在
が
明
確
で

な
い
と
の
印
象
を
受
け
る
。
歴
史

や
公
民
、
国
語
な
ど
は
、
調
査
員

会
や
採
択
検
討
委
員
会
か
ら
の
報

告
の
仕
方
を
見
直
し
、
教
育
委
員

会
が
責
任
を
持
っ
て
審
議
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

市
で
は
、小
・
中
学
校
教
科

用
図
書
採
択
方
針
を
定
め
、
採
択

権
者
と
し
て
の
判
断
と
責
任
で
、

公
明
か
つ
適
正
な
採
択
を
徹
底
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
採
択
に
当

た
り
教
育
委
員
は
、
採
択
検
討
委

員
会
の
調
査
研
究
と
は
別
に
教
科

書
を
調
査
し
、そ
の
後
、教
育
委
員

会
会
議
を
開
催
し
、
採
択
検
討
委

員
会
か
ら
の
報
告
と
、
自
ら
の
調

査
を
基
に
教
科
書
を
採
択
し
て
い

る
。
採
択
検
討
委
員
会
は
、
教
育

委
員
会
が
採
択
の
た
め
に
必
要
と

の
判
断
で
設
置
し
た
組
織
で
あ

り
、
裁
量
権
の
制
限
を
受
け
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
次
回

の
採
択
に
向
け
て
、
手
続
き
の
方

法
な
ど
、
必
要
な
検
討
を
行
う
。

（
ほ
か
に「
水
害
を
防
ぐ
、ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

「
国
民
保
護
計
画
中
の
『
市
民
』

の
く
く
り
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

新
政
会　
　
　

笠
間　
　

昇

教
科
書
採
択
は
責
任
の
所
在
を

明
確
に
し
て
審
議
す
べ
き
で
は

消費税増税による

影響を想定し対策

を立てるべきでは

市の花　「ばら」


